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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下の仕切板と、それらを連接する防風板により、内部に風路を持つ箱体を構成し、こ
の箱体には、防風板と対面する側に通気孔を、左右側の一方に風上側の導入口を、他方に
風下側の導出口をそれぞれ設け、前記風上側の導入口には、空気を導く上流側ガイド羽根
板を設け、前記風導出口には、空気を排出する下流側ガイド羽根板を設け、この両上流側
及び下流側ガイド羽根板間に設けられた前記通気孔内に、多数の羽根板を列設すると共に
、前記上流側ガイド羽根板に連なって中板を前記防風板に平行に前記風路内に設けて、風
路の上流側において空気流路を分割し、前記中板は、その風上側を前記上流側ガイド羽根
板に接続せずに、前記多数の羽根板の上流側の部位に接続したことを特徴とする送風式排
気器。
【請求項２】
　前記上流側ガイド羽根板の内面に接続し、風下側へ向き、途中から折り曲げて前記羽根
板の上流側より少なくとも２番目以降に接続して前記通気孔と隔絶した空間を設けたこと
を特徴とする請求項１記載の送風式排気器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、通気孔前面と防風板内面間に形成された風路を通過する空気流を利用して
、通気孔後面に通じる室内空気を排出する送風式排気器に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、薄い風路にて発生する通気孔内に流れ込む空気流を利用して排出空気量の増加及
び抑制するものがあった（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平７－４１３３４
【０００４】
　この特許文献１は、後面が室内に通じる通気孔前面の手前空間に防風板を対面させて設
け、そのあいだに風路を形成し、該風路を通り抜ける空気流が、風下側において通気孔内
へ流入する不都合があり、風路に送る空気流の角度、速度変更を試みたが、通気孔内への
流入位置が風上、風下への移動があるだけでいずれも発生し、解消には至っていなかった
。
【０００５】
　そして、通気孔内への空気流の流入は、該通気孔内において、排出力の集中している風
上側へ流れる逆流となり、この間は排出量減少区間になっていた。
【０００６】
　また、空気流の通気孔流入位置から風下側風路は、通気孔前面の列設羽根板の風上側傾
斜面に当たる風が少なくなり、また流入位置の変更があっても安定せず、排出量減少区間
となっていた。
【０００７】
　そこで、この発明は、送風式排気器に係り、通気孔内への空気流の流入原因をなくし、
通気孔前面の列設羽根板の排出力を得るための空気流と、この空気流を発生させるための
風路断面の中程に速い空気流が流れる空間の風路にすることを目的としている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る送風式排気器は、上下の仕切板と、それらを連接する防風板により、内
部に風路を持つ箱体を構成し、この箱体には、防風板と対面する側に通気孔を、左右側の
一方に風上側の導入口を、他方に風下側の導出口をそれぞれ設け、前記風上側の導入口に
は、空気を導く上流側ガイド羽根板を設け、前記風導出口には、空気を排出する下流側ガ
イド羽根板を設け、この両上流側及び下流側ガイド羽根板間に設けられた前記通気孔内に
、多数の羽根板を列設すると共に、前記上流側ガイド羽根板に連なって中板を前記防風板
に平行に前記風路内に設けて、風路の上流側において空気流路を分割し、前記中板は、そ
の風上側を前記上流側ガイド羽根板に接続せず、前記多数の羽根板の上流側の部位に接続
したことを特徴としている（請求項１）。さらに、前記上流側ガイド羽根板の内面に接続
し、風下側へ向き、途中から折り曲げて前記羽根板の上流側より少なくとも２番目以降に
接続して前記通気孔と隔絶した空間を設けるようにしても良い（請求項２）。
【０００９】
　この構成により、空気流がガイド羽根板外面、及び中板手前面に沿って流れた後に、風
下側空間に流れて、その内面側に負圧（圧力差）が発生する。また通気孔前面の列設羽根
板の風上側傾斜面に当たる比較的遅い空気流は、その風下側空間に負圧（圧力差）を発生
させ、室内空気が吸引されて比較的遅い空気流と合流し、風路断面の中程に流れる速い空
気流の位置を保たせている。
【００１０】
　そして、上記２つの方法の排出力で得た風は、速度、及び排出量も異なり、この風が同
一風路内に流れることは、空気流の通気孔内流入の原因となるが、この発明は風路内風上
側に中板を設け、該中板によって後面空間と風路を分離させている。
【００１１】
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　中板設置による風路分離は、中板後面と、該後面と対面する通気孔前面間に設けた羽根
板間から室内空気が排出させる作用をし、又、ガイド羽根板内面と中板後面の負圧（圧力
差）によって得た空気流を、それぞれに分流される。
【００１２】
　そして、中板風下側端辺から風路空間に流れる空気流は、風路断面の中程に速い空気流
が流れ、この速い空気流の前後に遅い空気流が流れて、通気孔前面の列設羽根板の風上側
傾斜面に当たる空気流となっている。又、防風板内面に沿って流れる遅い空気流であって
、速い空気流の流れの位置を風量によって保たれている。
【発明の効果】
【００１３】
　防風板内面と中板前面に流れる空気流は、防風板内面の延長線上の前方空間から直接に
導入され、風路の断面中心に速い空気流が、その前後に遅い空気流が流れる層流となって
いる。この層流により、風路内における総ての空気流の流れの働きを発生させている。
【００１４】
　そして、中板風下側端から風路空間に流れる空気流は、中板後面空間に室内空気を排出
させ、且つ通気孔前面の列設の羽根板間から室内空気の排出をうながし、この室内排出空
気を合流させ下流に流し、風路断面の中心に流れる速い空気流を長く下側に保っている。
【００１５】
　そして、中板の設置は、中板後面と対面する複数の羽根板間から、通気孔内の逆流をな
くす効果を持ち（請求項１）、又中板の風上側傾斜面の羽根板の上流側より少なくとも２
番目以降への接続は、通気孔内で排出空気の手段が２つに増加され、共に中板設置以前の
空気流の通気孔内への流入の原因をなくしている（請求項２）。
【００１６】
　そして、以上の如く構成された風路は、速度上昇、及び下降に従って排出量が増減し、
当送風式排気器の目的とする排出が開始される速度から機力送風による速度のある空気流
までに対応可能な風路になっている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明の実施例１の横断断面図である。
【図２】同上一部破断の斜視図である。
【図３】この発明の実施例２の横断面図である。
【図４】この発明の実施例３の横断面図である。
【実施例１】
【００１８】
　図１及び２において、上下の仕切板１と、左右のガイド羽根板２,１２とから、その内
側に通気孔３が構成され、この通気孔３の前面に防風板４を設けて前記上下の仕切板１と
防風板４とにより、箱体１０を構成し、その内部に防風板４に沿う風路５を形成している
。この風路５の空気流入側を導入口５aに、反対側を導出口５bとしている。
【００１９】
　前記通気孔３には、その中程で、羽根板６を多数個を前記防風板４に平行に、一列に列
設している。この羽根板６により前記通気孔３が前側３aと後側３bとに分けられ、前記前
側３aは前記風路５に、前記後側３bが部屋Ｒに通じている。ここに用いられている羽根板
６は、その風路側が突出する断面三角形となっている。
【００２０】
　前記ガイド羽根板２は、導入口５a内に設けられ、前記防風板４側に向かって傾斜形成
され、空気の流れ方向に従って断面積を３分の１から５分の１程に絞っている。このガイ
ド羽根板２には、風下側に向かって、中板７が接続され、この中板７は前記防風板４に平
行に配されている。この中板７の長手方向は、前記羽根板６の三つほどの長さまでとなっ
ている。この中板７の作用は、この中板７の後面（羽根板）側と、防風板側（前面）とに
空気流の流れ速度を分割する働きをし、断面中心に速い流れ（二点削線矢印）とその両側
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【００２１】
　前記ガイド羽根板１２は、導出口５bにあり、傾斜に設けられ、前記通気孔３の一方を
形成すると共に、その先端から風下側は空気排出を停止させている。
【００２２】
　上述の構成から、流入空気流は、ガイド羽根及び中板に囲まれ部位を流れた後に、中板
を過ぎると、拡大された風路５となり、負圧（圧力差）を発生させる。また通気孔３に列
設の羽根板６の傾斜角６aに比較的遅い流れが当たり、その付近の空間にも負圧（圧力差
）を発生させ、二つの負圧源により部屋内空気圧力差から部屋内空気が実線矢印で示すよ
うに排出をうながし、遅い流れと合流し、排出される。
【実施例２】
【００２３】
　図３において、この発明の２番目の実施例が示され、中板７の風上側先端は、風上側に
ある１番目の羽根板６´の先端に接続している。このため、羽根板６´とガイド羽根板２
間は、開口され、通気孔３と風路５とが連通している。その他の構成については、実施例
１と同一のため、同一部分は同一の符号を付して説明を省略した。この場合では、ガイド
羽根板２と中板７の排出力に応じた量の室内空気が実線矢印で示すように分散して排出さ
れるものにしている。
【実施例３】
【００２４】
　図４において、この発明の３番目の実施例が示され、ガイド羽根板２の内面から風下側
に向き、途中で手前に向いて折れ曲がり、前記羽根板の風上側にある２番目の羽根板６´
´の後端に接続している返し板８を設けている。これにより通気孔３内の風上側に、該通
気孔３と隔絶した空間９が形成されている。
　その他の構成については、実施例１及び２と同一のため、同一部分は同一の符号を付し
て説明を省略した。
【００２５】
　また、中板７は、風上側にある１番目の羽根板６´の先端に接続しているために、前記
した空間は、羽根板６´と６´´間と、羽根板６´とガイド羽根板２間に開口されている
。この構成から、排出空気の流れは、羽根板６から実線矢印のように風路５内に排出され
ると共に、風上側の羽根板６間からは実線矢印のようにまず空間９内に入り、それから風
路５に排出される２方向に分散して排出されるものにしている。
【符号の説明】
【００２６】
１　　上下の仕切板
２　　ガイド羽根板
３　　通気孔
４　　防風板
５　　風路
６，６´,６´´　羽根板
７　　中板
８　　返し板
９　　空間
１０　箱体
１２　ガイド羽根板
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